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城山中学校  体育祭
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議会といたしましても、復旧・復興に向けて全力を尽くします。
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甲
賀
市
議
会
基
本
条
例
制
定

甲
賀
市
議
会
基
本
条
例
制
定

甲
賀
市
議
会
基
本
条
例
制
定

2013.10

　

甲
賀
市
議
会
で
は
、平
成
22
年
7
月
よ
り
議
会
改
革
特
別
委
員
会
に
お
い
て
、議

会
の
最
高
規
範
と
な
る「
甲
賀
市
議
会
基
本
条
例
」の
制
定
に
向
け
取
り
組
み
を
進

め
て
き
ま
し
た
。市
民
説
明
会
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
後
、
平
成
25
年
9
月
議
会

に
上
程
さ
れ
、「
甲
賀
市
議
会
基
本
条
例
」を
制
定
し
ま
し
た
。
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歳
出
３
６
４
億
１
、
２

３
２
万
５
、１
７
５
円（
執

行
率
91
・
64
%
）
で
、
差

引
額
は
、
９
億
９
、
４
７

６
万
６
、
０
７
１
円
。
た

だ
し
、
翌
年
度
へ
繰
り
越

す
財
源
を
引
く
と
、
実
質

収
支
額
は
６
億
８
、
０
５

９
万
６
、
０
７
１
円
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

歳
入
全
般
に
占
め
る
収

入
済
み
額
は
、
前
年
度
と

比
べ
２
・
39
％
の
減
。
こ

れ
は
、
固
定
資
産
税
と
法

人
市
民
税
が
減
少
し
た
こ

と
が
主
な
要
因
で
す
。
市

税
の
収
入
未
済
は
、
６
億

７
、
７
4
６
万
4
、
２
９

４
円
で
、
前
年
度
よ
り

15
・
64
％
減
、
4
年
連
続

で
減
少
し
て
い
る
も
の

の
、
引
き
続
き
未
収
金
の

発
生
防
止
お
よ
び
早
期
回

収
が
必
要
で
す
。

　

歳
入
に
お
け
る
自
主
財

源
の
比
率
は
、
財
産
収
入

や
寄
付
金
、
繰
越
金
な
ど

が
増
加
し
前
年
に
比
べ
て

２
・
77
％
増
。
依
存
財
源

は
、市
債
や
地
方
交
付
税
、

国
庫
支
出
金
な
ど
が
大
幅

に
増
加
し
、
６
・
02
％
増
。

　

歳
入
の
な
か
で
も
51
％

を
占
め
る
固
定
資
産
税
が

3
年
に
1
度
の
評
価
替
え

に
よ
る
土
地
価
格
の
下

落
、
10
％
強
の
構
成
比
を

占
め
る
法
人
市
民
税
が
海

外
の
経
済
情
勢
や
円
高
に

伴
う
外
需
の
伸
び
悩
み
に

よ
り
落
ち
込
ん
で
い
ま

す
。

　

ま
た
市
民
税
、
固
定
資

産
税
、
軽
自
動
車
税
を
あ

わ
せ
た
収
入
未
済
、
い
わ

ゆ
る
滞
納
額
総
額
は
、
６

億
７
、
７
４
６
万
円
余
も

あ
り
、
こ
の
な
か
に
は
相

当
年
数
が
経
過
し
た
「
過

集
中
審
査

2013.10 4

整備されたひと・まち街道交流館

●歳入の状況
区分

24年度（A） 23年度（B） 比較増減額
(A) － (B)

対前年
度比決算額 構成比 決算額 構成比

源

財

主

自

市 税

分担金及び負担金

使用料及び手数料

財 産 収 入

寄 附 金

繰 入 金

繰 越 金

諸 収 入

小 計

源

財

存

依

地 方 譲 与 税

利 子 割 交 付 金

配 当 割 交 付 金

株式等譲渡所得割交付金

地方消費税交付金

ゴルフ場利用税交付金

自動車取得税交付金

地方特例交付金

地 方 交 付 税

交通安全対策特別交付金

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

市 債

小 計

合　　計

集
中
審
査

対前年
度比

 13,460,742 36.0 13,790,656 38.49 △329,914 △2.4
 587,250 1.6 610,259 1.70 △23,009 △3.8
 450,746 1.2 480,418 1.34 △29,672 △6.2
 561,303 1.5 61,962 0.17 499,341 805.9
 269,818 0.7 59,705 0.17 210,113 351.9
 962,033 2.6 1,130,986 3.16 △168,953 △14.9
 870,330 2.3 682,426 1.91 187,904 27.5
 1,088,445 2.9 942,117 2.63 146,328 15.5
 18,250,667 48.8 17,758,529 49.57 492,138 2.8

 384,896 1.0 404,261 1.13 △19,365 △4.8
 31,998 0.1 36,382 0.10 △4,384 △12.1
 22,439 0.1 21,797 0.06 642 3.0
 5,821 0.0 5,054 0.01 767 15.2
 819,933 2.2 822,214 2.30 △2,281 △0.3
 450,801 1.2 451,058 1.26 △257 △0.1
 148,905 0.4 115,860 0.32 33,045 28.5
 64,971 0.2 190,107 0.53 △125,136 △65.8
 8,132,352 21.7 7,874,430 21.98 257,922 3.3
 14,600 0.1 14,252 0.04 348 2.4
 3,121,063 8.3 2,999,654 8.37 121,409 4.1
 2,168,065 5.8 2,715,899 7.58 △547,834 △20.2
 3,790,580 10.1 2,418,251 6.75 1,372,329 56.8
 19,156,424 51.2 18,069,219 50.43 1,087,205 6.0
 37,407,091 100.0 35,827,748 100.0 1,579,343 4.4 

（単位：千円・％） 集
中
審
査

決算特別委員会
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年
度
滞
納
」が
あ
り
ま
す
。

滞
納
債
権
対
策
課
の
取
り

組
み
で
、
過
年
度
分
も
含

め
収
納
努
力
が
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
引
き
続
き
解
決

に
向
け
取
り
組
み
が
必
要

で
す
。

　

歳
出
で
は
、
厳
し
い
地

方
財
政
の
な
か
で
も
、
災

害
に
強
い
基
盤
整
備
事
業

や
福
祉
医
療
費
な
ど
に
力

を
入
れ
て
い
ま
す
。
甲
南

中
学
校
耐
震
補

強
・
大
規
模
改

造
事
業
、
道
路

ス
ト
ッ
ク
総
点

検
・
修
繕
事
業
、

水
口
交
流
セ
ン

タ
ー
整
備
事
業

な
ど
25
事
業
が

翌
年
度
に
繰
り

越
し
と
な
っ
て

い
ま
す
。

伴谷小学校耐震補強・大規模改造事業

●歳出の状況
　　　項目
款別  　　

平成 24年度 平成 23年度 前年比較
予算現額 支出済額 構成比 支出済額 構成比 増減額 比率

議 会 費

総 務 費

民 生 費

衛 生 費

労 働 費

農 林
水産業費

商 工 費

土 木 費

消 防 費

教 育 費

 298,271 287,347 0.8 318,426 0.91 △31,079 △9.8

 6,007,344 7,435,478 20.4 6,535,102 18.70 900,376 13.8

 10,007,450 10,083,253 27.8 10,275,089 28.39 △191,836 △1.9

 3,978,281 3,726,367 10.2 3,704,729 10.60 21,638 0.6

 271,667 274,986 0.8 346,745 0.99 △71,759 △20.7

 1,792,069 1,798,256 4.9 1,679,440 4.80 118,816 7.1

 396,608 364,860 1.0 341,826 0.98 23,034 6.7

 2,387,027 2,306,125 6.3 2,195,634 6.28 110,491 5.0

 1,840,417 1,409,786 3.9 1,478,626 4.23 △68,840 △4.7

 3,315,262 3,936,451 10.8 3,327,492 9.52 608,959 18.3

 4 78,051 0.2 41,762 0.12 36,289 86.9

 4,305,600 4,711,365 12.9 4,712,547 13.48 △1,182 0.0

 100,000 0 0.0 0 － 0 0.0

 34,700,000 36,412,325 100.0 34,957,418 100.0 1,454,907 4.2

災 害
復 旧 費

公 債 費

予 備 費

合 計

◎中島　　茂　　○田中　新人
小西喜代次　　　谷永　兼二
的場　計利　　　朏　　藤男
加藤　和孝　　　伴　　資男
中西弥兵衞　　　石川善太郎
安井　直明　　　葛原　章年 

決算特別委員会委員

◎委員長 ○副委員長

グラフで見る
　　　市の財政
市税と普通地方交付税の推移

財政調整基金と減債基金残高の推移

扶助費の推移

公債費の推移

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

H20 H21 H22 H23 H24
（年度）

（千万円）

0

350

300

250

200

150

100

50 114

54

151
230

278 289

54

54

54
54

（年度）
H20末 H21末 H22末 H23末 H24末

（千万円）
財政調整基金

減債基金

（年度）
H24H23H22H21H20

（千万円）

250

300

350

400

450

500

294 301

422
439

442
扶助費

0

100

200

300

400

500

600
（千万円）

（年度）
H24H23H22H21H20

510 514

470 471471

普通会計

（単位：千円・％）

市税と普通地方
交付税との合計

市　税

普通地方交付税

平
成
24
年
度

24
一
般
会
計
決
算

平
成
24
年
度

一
般
会
計
決
算

市の借金を返済していく経費（元金や利子など）

老年人口の増加や経済情勢の悪化に伴う扶
助費の増加をはじめ、後期高齢者医療費や介
護保険事業費など社会保障関係経費は確実
に増加。

市税などの歳入が年度によって増減するため、
収支が不足することがありますが、このような年
度間の財源不足に対応するための基金。経費
削減等により着実に増加。

地方公共団体間の財政不均衡を是正するため、
財政不足額から算定して国から交付されるもの。
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９
月
定
例
会
は
８
月
26
日
か
ら
9
月
19
日
ま
で
の
25
日
間
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
９
月
議
会
で
は
平

成
24
年
度
一
般
会
計
を
は
じ
め
各
会
計
決
算
案
件
14
件
、
報
告
案
件
9
件
、
人
事
案
件
５
件
、
条
例
案
件
６
件
、

平
成
25
年
度
補
正
予
算
案
件
９
件
、
議
員
提
案
１
件
、
そ
の
他
案
件
５
件
、
意
見
書
７
件
、
決
議
１
件
の
計
58
議

案
を
慎
重
審
議
し
ま
し
た
。
そ
の
主
な
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

決算・補正予算・人事・条例・意見書　ほか決算・補正予算・人事・条例・意見書　ほか

決
算 決

算
認
定
、補
正
予
算
、条
例
案
件
等
を
慎
重
審
議

決
算
認
定
、補
正
予
算
、条
例
案
件
等
を
慎
重
審
議

◎
よ
り
詳
細
な
内
容
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
甲
賀
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
市
議
会
（
議
会
中
継
）
で

　

本
会
議
の
模
様
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

 　

h
ttp
://w

w
w
.c
ity.ko

ka
.sh
ig
a
.jp
/

人
事

条
例

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た

「
か
も
し
か
荘
」

◆
平
成
24
年
度
一
般
会
計

歳
入
歳
出
決
算

（
賛
成
多
数
で
認
定
）

◆
平
成
24
年
度
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
歳
入
歳

出
決
算

（
賛
成
多
数
で
認
定
）

◆
平
成
24
年
度
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
歳
入

歳
出
決
算

（
賛
成
多
数
で
認
定
）

◆
平
成
24
年
度
介
護
保
険

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

算（
賛
成
多
数
で
認
定
）

◆
平
成
24
年
度
公
共
下
水

道
事
業
特
別
会
計
歳
入

歳
出
決
算

（
全
員
賛
成
で
認
定
）

◆
平
成
24
年
度
農
業
集
落

排
水
事
業
特
別
会
計
歳

入
歳
出
決
算

（
全
員
賛
成
で
認
定
）

◆
平
成
24
年
度
土
地
取
得

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

算（
全
員
賛
成
で
認
定
）

◆
平
成
24
年
度
野
洲
川
基

幹
水
利
施
設
管
理
事
業

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

算（
全
員
賛
成
で
認
定
）

◆
平
成
24
年
度
鉄
道
経
営

安
定
対
策
基
金
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算

（
全
員
賛
成
で
認
定
）

◆
平
成
24
年
度
鉄
道
施
設

整
備
基
金
特
別
会
計
歳

入
歳
出
決
算

（
全
員
賛
成
で
認
定
）

◆
平
成
24
年
度
浄
化
槽
管

理
事
業
特
別
会
計
歳
入

歳
出
決
算

（
全
員
賛
成
で
認
定
）

◆
平
成
24
年
度
甲
賀
市
病

院
事
業
会
計
建
設
改
良

積
立
金
の
目
的
外
使
用

及
び
歳
入
歳
出
決
算

（
全
員
賛
成
で　
　
　
　

可
決
お
よ
び
認
定
）

◆
平
成
24
年
度
水
道
事
業

会
計
歳
入
歳
出
決
算

（
全
員
賛
成
で
認
定
）

◆
平
成
24
年
度
診
療
所
事

業
会
計
歳
入
歳
出
決
算

（
全
員
賛
成
で
認
定
）

◆
平
成
24
年
度
老
人
保
健

施
設
事
業
会
計
歳
入
歳

出
決
算

（
全
員
賛
成
で
認
定
）

人
事

◆
固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
委
員

　
　
田
中
　
正
裕
氏

（
甲
南
町
池
田
）

　
　
辻
　
　
富
子
氏

（
甲
賀
町
高
嶺
）

　
　
竹
内
　
重
行
氏

（
水
口
町
下
山
）

（
以
上
3
件　
　
　
　

全
員
賛
成
で
同
意
）

◆
人
権
擁
護
委
員

　
　
西
村
　
泰
雄
氏

（
水
口
町
新
城
）

　
　
堂
山
さ
か
え
氏

　
　
　（
土
山
町
鮎
河
）

（
以
上
２
件　
　
　
　

全
員
賛
成
で
適
任
）
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意見書の可否
●

○

●

●

●

●

●

○：可決　●：否決

補
正
予
算

財
産
の
取
得

財
産
の
処
分

契
約
の
締
結

決
議

議
員
提
案

意見書案第１８号 「地方交付税削減」問題に関する地方財政の充実・強化を求める意見書の提出について

意見書案第１９号 「森林吸収源対策及び地球温暖化対策に関する地方の財源確保」のための意見書の提出について

意見書案第２０号 社会保障制度改革国民会議の最終報告の撤回を求める意見書の提出について

意見書案第２１号 東京電力福島第一原発放射能汚染水海洋流出の抜本的解決を求める意見書の提出について

意見書案第２２号 ブラック企業への厳正な対処を求める意見書の提出について

意見書案第２３号 オスプレイの全機撤収と追加配備の撤回を求める意見書の提出について

意見書案第２４号 「集団的自衛権」行使容認の憲法解釈変更に反対する意見書の提出について

も
・
子
育
て
支
援
に
関

す
る
施
策
の
総
合
的
か

つ
計
画
的
な
推
進
を
図

る
た
め
市
の
付
属
機
関

と
し
て
の
条
例
）

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

◆
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
設

置
条
例
の
一
部
改
正

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

◆
税
条
例
の
一
部
改
正

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

◆
国
民
健
康
保
険
条
例
の

一
部
改
正

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

◆
督
促
手
数
料
及
び
延
滞

金
徴
収
等
に
関
す
る
条

例
等
の
一
部
改
正

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

◆
農
村
集
落
セ
ン
タ
ー
条

例
の
一
部
改
正

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

◆
平
成
25
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算（
第
３
号
）

（
市
立
保
育
園
の
耐
震
診

断
・
鳥
獣
対
策
事
業
の
拡

充
・
緊
急
情
報
伝
達
シ
ス

テ
ム
更
新
等
で
４
億
１
、

１
６
４
万
３
千
円
を
追
加

す
る
も
の
）

◆
平
成
25
年
度
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予

算（
第
１
号
）

◆
平
成
25
年
度
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
補
正

予
算（
第
１
号
）

◆
平
成
25
年
度
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

◆
平
成
25
年
度
公
共
下
水

道
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算（
第
２
号
）

◆
平
成
25
年
度
農
業
集
落

排
水
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算（
第
２
号
）

◆
平
成
25
年
度
土
地
取
得

特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

◆
平
成
25
年
度
浄
化
槽
管

理
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算（
第
１
号
）

◆
平
成
25
年
度
水
道
事
業

会
計
補
正
予
算（
第
１

号
）

（
以
上
9
件　
　
　
　

全
員
賛
成
で
可
決
）

◆
鳥
獣
侵
入
防
止
柵
資
材

購
入（
そ
の
２
）

　

契
約
金
額

１
、８
７
９
万
５
千
円

　

契
約
の
相
手
方

甲
賀
森
林
組
合

◆
鳥
獣
侵
入
防
止
柵
資
材

購
入（
そ
の
３
）

　

契
約
金
額

２
、３
７
０
万
９
千
円

　

契
約
の
相
手
方

岩
上
産
業
株
式
会
社

（
以
上
２
件　
　
　
　

全
員
賛
成
で
可
決
）

◆
水
口
町
酒
人
字
五
反
長

６
７
３
番
６
の
土
地

◆
信
楽
生
活
改
善
セ
ン
タ

ー（
以
上
２
件　
　
　
　

全
員
賛
成
で
可
決
）

◆
市
営
住
宅
寺
庄
団
地
新

築
工
事（
建
築
主
体
工

事
）

　

契
約
金
額

３
億
２
、２
３
５
万
円

　

契
約
の
相
手
方

　

  

株
式
会
社
フ
ジ
サ
ワ

　
　

建
設

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

◆
甲
賀
市
議
会
基
本
条
例

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

◆
橋
下
徹
大
阪
市
長
の
慰

安
婦
問
題
等
に
対
す
る

発
言
の
撤
回
を
求
め
る

決
議（賛

成
少
数
で
否
決
）
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と
も
に
、
ま
す
ま
す
社
会

保
障
分
野
の
予
算
も
増
額

さ
れ
、
ま
た
市
民
か
ら
の

要
望
も
多
岐
に
亘
っ
て
い

ま
す
。

　

平
成
24
年
3
月
、
介
護

老
人
保
健
施
設
「
ケ
ア
セ

ン
タ
ー
さ
さ
ゆ
り
」
が
開

設
さ
れ
ま
し
た
。
29
床
と

小
規
模
で
す
が
、
介
護
に

か
か
る
方
々
の
機
能
回
復

と
在
宅
復
帰
を
め
ざ
し
た

施
設
と
し
て
、
多
く
の

方
々
が
ご
利
用
さ
れ
て
い

ま
す
。
た
だ
、
小
規
模
老

健
施
設
で
あ
り
、
厳
し
い

経
営
が
予
測
さ
れ
ま
す
が
、

市
民
要
望
に
応
え
る
べ
く
、

を
求
め
て
い
ま
す
。

　

病
院
・
診
療
所
事
業
で

は
、
相
互
の
医
師
派
遣
な

ど
連
携
を
深
め
て
、
診
療

体
制
の
充
実
を
図
ら
れ
て

お
り
、
地
域
医
療
の
一
層

の
推
進
を
求
め
て
い
ま
す
。

健
康
診
断
受
診
率
の
向
上

は
、
早
期
発
見
早
期
治
療

の
要
諦
で
あ
り
推
進
を
求

め
て
い
ま
す
。

　

　

当
委
員
会
は
、
市
民
の

生
活
に
最
も
近
い
国
民
健

康
保
険
や
介
護
保
険
事
業

病
院
・
診
療
所
事
業
の
ほ

か
、
介
護
老
人
保
健
施
設

「
さ
さ
ゆ
り
」
事
業
な
ど
、

環
境
・
福
祉
に
関
わ
る
委

員
会
で
す
。

　

高
齢
化
社
会
の
進
展
と

見
直
し
を
行
な
う
こ
と
に

な
っ
て
お
り
、
今
回
は
特

に
東
日
本
大
震
災
を
教
訓

と
し
て
防
災
拠
点
と
し
て

の
庁
舎
整
備
や
避
難
体
制

の
充
実
を
図
る
方
向
で
取

り
組
む
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
同
時
に
平
成
16
年
の

合
併
時
に
策
定
さ
れ
た

「
新
市
建
設
計
画
」
に
お

い
て
も
「
住
み
や
す
さ
と

交
流
・
活
力
を
創
出
す
る

機
能
的
な
ま
ち
づ
く
り
」

方
針
の
中
で
、「
市
民
を

守
る
防
災
拠
点
と
し
て
の

機
能
を
有
す
る
庁
舎
整
備

の
推
進
」
を
加
え
、
計
画

期
間
を
合
併
後
の
平
成
16

年
度
か
ら
平
成
31
年
度
ま

で
の
16
年
間
に
変
更
し
、

財
政
計
画
を
見
直
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
は
合
併
特
例

債
の
適
用
期
間
が
大
震
災

の
た
め
5
年
間
延
長
さ
れ

た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

甲
賀
市
庁
舎
改
修
整
備
委

員
会
の
検
討
結
果
を
ふ
ま

え
策
定
さ
れ
た
庁
舎
整
備

基
本
構
想
で
は
、
現
甲
南

庁
舎
の
耐
震
性
、
改
修
費

用
等
の
比
較
を
図
り
な
が

ら
基
本
的
な
考
え
方
が
取

り
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。

基
本
設
計
業
者
も
決
ま
り
、

今
後
は
各
方
面
の
意
見
や

先
例
庁
舎
を
参
考
に
し
な

が
ら
、
市
民
ニ
ー
ズ
に
対

応
で
き
る
庁
舎
整
備
を
確

実
に
進
め
る
よ
う
求
め
ま

す
。
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4年間の常任委員会

市
民
生
活
の
安
心
安
全
を

総
合
計
画（
後
期
）新
市
建
設
計
画（
変
更
）

庁
舎
整
備
等
を
主
に
審
査

　

平
成
23
年
11
月
か
ら
平

成
25
年
10
月
ま
で
の
間
、

当
委
員
会
は
先
進
地
研
修

も
含
め
15
回
開
催
（
定
例

会
時
の
付
託
議
案
審
査
を

除
く
）
し
、
主
に
標
題
の

重
要
事
項
に
つ
い
て
慎
重

に
審
査
を
重
ね
て
き
ま
し

た
。
平
成
19
年
度
に
策
定

し
た
「
総
合
計
画
」
の
目

標
は
10
年
間
で
す
が
「
基

本
計
画
」
は
5
年
で
中
間

掛川市の「ふくしあ」を視察

庁舎整備が待たれる水口庁舎

総務常任
委員会

民生常任
委員会
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当
常
任
委
員
会
で
は
、

文
化
や
ス
ポ
ー
ツ
、
教
育

に
関
わ
る
委
員
会
と
し
て
、

多
く
の
諸
問
題
に
つ
い
て
、

調
査
研
究
、
慎
重
審
査
に

努
め
て
き
ま
し
た
。

　

保
育
園
等
廃
止
処
分
取

消
請
求
事
件
お
よ
び
貴
生

川
認
定
こ
ど
も
園
開
園
に

か
か
る
問
題
で
は
、
大
津

地
方
裁
判
所
の
判
断
や
基

本
協
定
書
に
つ
い
て
確
認

し
、
質
疑
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。
ま
た
、
市
内
小
中

学
校
に
お
け
る
い
じ
め
や

体
罰
の
状
況
確
認
や
、
対

応
な
ど
の
調
査
等
を
行
い
、

今
後
の
適
切
な
対
応
を
求

め
て
き
ま
し
た
。

　

残
留
放
射
能
問
題
で
は
、

放
射
能
測
定
器
の
導
入
に

あ
た
り
、
学
校
給
食
に
つ

い
て
体
制
や
対
応
に
つ
い

て
も
調
査
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
教
育
委
員
会
事

務
局
組
織
体
制
や
経
営
方

針
・
重
点
施
策
に
つ
い
て

も
調
査
を
行
い
、
各
年
度

の
教
育
に
関
す
る
事
務
の

管
理
お
よ
び
評
価
に
関
す

る
報
告
に
つ
い

て
も
審
査
を
行

っ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
他
図
書

館
振
興
北
村
昭

三
基
金
条
例
や

小
学
校
の
特
認

校
制
度
に
つ
い

て
も
審
査
し
て

き
ま
し
た
。

　

行
政
視
察
で

は
、
小
中
学
校

へ
の
円
滑
な
接

続
や
小
規
模
校
へ
の
対
応

と
し
て
、
小
中
一
貫
教
育

や
廃
校
を
利
用
し
た
山
村

都
市
交
流
セ
ン
タ
ー
、
い

じ
め
防
止
に
関
す
る
条
例

の
先
進
地
で
の
取
り
組
み
、

地
域
に
密
着
し
た
職
員
が

運
営
す
る
半
官
半
民
体
制

の
活
発
な
公
民
館
な
ど
、

本
市
も
学
ぶ
べ
き
多
く
の

事
例
を
調
査
研
究
し
て
き

ま
し
た
。
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4年間の常任委員会

効
果
的
な
イ
ン
フ
ラ
整
備
を

よ
り
良
い
教
育
環
境
を
め
ざ
し
て

開放感ある福井市の中学校

完成した朝宮の集落排水施設

施設内部を現地調査

　

産
業
建
設
常
任
委
員
会

は
、
農
林
産
業
・
観
光
・

建
設
と
上
下
水
道
な
ど
の

調
査
・
提
出
議
案
審
査
・

提
案
が
主
な
責
務
と
し
て

設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

農
林
産
業
に
お
い
て
特

に
社
会
的
に
不
安
と
な
っ

て
い
る
T
P
P
問
題
は
、

委
員
会
に
参
考
人
と
し
て
、

生
産
者
の
ご
意
見
を
伺
い
、

国
に
市
の
生
産
者
の
意
見

を
届
け
る
よ
う
取
り
組
み

ま
し
た
。
観
光
に
お
い
て

は
、世
界
に
通
用
す
る「
信

楽
」「
忍
者
」「
東
海
道
」を
、

観
光
資
源
と
し
て
活
用
す

る
こ
と
が
重
要
で
、
今
後

も
引
き
続
き
取
り
組
ん
で

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

建
設
で
は
、
新
名
神
開

通
後
、
関
連
の
道
路
整
備

は
あ
ま
り
行
わ
れ
て
い
ま

せ
ん
が
、
市
道
や
橋
り
ょ

う
の
維
持
管
理
は
大
き
な

課
題
で
あ
り
委
員
か
ら
は

常
に
意
見
が
出
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
新
し
く
市
道

と
し
て
認
定
さ
れ
る
場
所

は
、
4
年
間
の
内
、
後
期

か
ら
は
、
す
べ
て
現
地
確

認
を
行
い
ま
し
た
。

　

上
下
水
道
事
業
で
は
安

心
安
全
が
第
一
で
あ
り
、

事
業
の
安
定
が
重
要
で
す
。

4
年
間
の
間
に
水
道
料
金

の
引
き
上
げ
等
、
市
民
の

皆
様
の
ご
負
担
も
増
え
ま

し
た
が
、
事
業
の
安
定
や

運
営
基
盤
の
強
化
に
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。
委
員
会

の
現
地
視
察
で
は
、
上
下

水
道
施
設
に
多
く
訪
れ
、

産業建設
常任委員会

文教常任
委員会

安
心
・
安
全
に
つ
い
て
確

認
し
て
き
ま
し
た
。
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平
成
21
年
3
月
議
会
で

「
市
民
に
開
か
れ
た
議
会

と
議
会
運
営
の
確
立
」
を

目
指
し
て
、
議
会
改
革
特

別
委
員
会
が
設
け
ら
れ
、

主
に
議
員
定
数
、
費
用
弁

償
、
一
般
質
問
に
お
け
る

質
問
方
式
、
議
会
基
本
条

例
策
定
に
向
け
て
の
検
討

事
項
等
に
つ
い
て
協
議
検

討
を
重
ね
ら
れ
ま
し
た
。

議
員
定
数
が
30
人
か
ら
27

人
に
削
減
さ
れ
、
21
年
市

議
会
議
員
選
挙
時
か
ら
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
。

質
問
方
式
で
は
、

一
般
質
問
に
「
一

問
一
答
」
方
式
を

取
り
入
れ
ら
れ
ま

し
た
。

　

改
選
後
新
た
な

委
員
会
が
設
置
さ

れ
、
引
き
続
き
議

会
改
革
に
か
か
る

協
議
検
討
を
重
ね
、

22
年
7
月
30
日
開

催
の
委
員
会
か
ら

議
会
基
本
条
例
制
定
に
向

け
て
、
本
格
的
な

議
論
を
始
め
、
以

後
26
回
の
委
員
会

を
開
催
し
、
素
案

を
作
り
上
げ
、
市

民
説
明
会
や
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

に
よ
り
寄
せ
ら
れ

た
ご
市
民
の
皆
様

の
意
見
を
反
映
し

た
最
終
案
が
、
こ

の
9
月
定
例
会
で

提
案
し
、
全
議
員

賛
成
に
よ
り
可
決
制
定
さ

れ
ま
し
た
。

　

大
変
長
い
時
間
と
多
く

の
議
論
を
重
ね
て
の
制
定

と
な
り
ま
し
た
。

　

議
会
基
本
条
例
に
沿
っ

た
議
会
運
営
、
議
員
活
動

に
よ
り
、
よ
り
開
か
れ
た

議
会
に
大
き
く
前
進
す
る

こ
と
を
確
信
し
て
い
ま
す
。

　

以
上
、
こ
の
任
期
4
年

間
の
議
会
改
革
特
別
委
員

会
の
活
動
報
告
と
い
た
し

ま
す
。

議会基本条例可決

議会改革
特別委員会

開
か
れ
た
議
会
に
向
け
て

　
　
　
　
議
会
基
本
条
例
制
定

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
監
視
と
調
査
活
動

ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
と
放
射
能
汚
染
問
題

環境対策
特別委員会
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特別委員会の動き

勝山市を視察

多くの参加をいただいた市民説明会

　

環
境
対
策
特
別
委
員
会

で
は
、
前
期
の
取
り
組
み

を
ふ
ま
え
、①
産
業
廃
棄

物
最
終
処
分
場
「
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
滋
賀
」
の
継

続
的
な
監
視
活
動
と
調
査

活
動
②
産
廃
・
一
般
廃
棄

物
、
散
在
性
の
ゴ
ミ
対
策

を
含
め
て
不
法
投
棄
を
許

さ
な
い
環
境
づ
く
り
へ
調

査
と
研
究
活
動
③
原
発
事

故
を
受
け
て
焦
点
と
な
っ

て
い
る
放
射
能
汚
染
に
関

す
る
学
習
活
動
の
3
点
を

軸
に
活
動
し
て
き
ま
し
た
。

◆
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー　

　

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
問

題
で
は
、
幾
度
と
な
く
現

地
に
赴
き
、
遮
水
シ
ー
ト

破
損
事
故
を
受
け
た
再
発

防
止
策
、
産
廃
搬
入
業
者

の
過
積
載
の
実
態
を
ふ
ま

え
た
搬
入
管
理
シ
ス
テ
ム

の
改
善
と
強
化
策
、
搬
入

車
両
を
明
確
に
す
る
た
め

の
ス
テ
ッ
カ
ー
の
義
務
付

け
を
徹
底
、
飛
散
す
る
粉

塵
対
策
と
放
射
能
測
定
結

果
の
公
表
な
ど
、
継
続
的

な
監
視
を
強
め
る
中
で
具

体
的
な
改
善
を
は
か
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

◆
ゴ
ミ
の
不
法
投
棄　
　

　

不
法
投
棄
対
策
は
早
期

発
見
・
早
期
対
策
が
第
一

で
、
日
常
的
に
活
動
す
る

不
法
投
棄
監
視
員
さ
ん
と

も
懇
談
。
長
期
に
放
置
さ

れ
て
い
る
産
廃
の
不
法
投

棄
は
事
実
上
手
が
つ
け
ら

れ
て
い
な
い
の
が
実
態
で
、

県
や
国
の
指
導
も
含
め
て

抜
本
的
な
対
策
を
講
じ
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
課
題
で
は
、
特
別

委
員
会
と
し
て
、
環
境
モ

デ
ル
都
市
と
し
て
多
面
的

に
活
動
し
て
い
る
富
山
市

と
ゴ
ミ
ゼ
ロ
対
策
・
綺
麗

な
ま
ち
づ
く
り
運
動
に
取

り
組
む
福
井
県
勝
山
市
を

訪
れ
貴
重
な
取
り
組
み
を

学
び
ま
し
た
。

　

特
に
勝
山
市
は
、
市
民

一
人
一
人
が
「
ゴ
ミ
を
捨

て
な
い
、
ゴ
ミ
を
捨
て
さ

せ
な
い
」
と
市
民
の
意
識

を
高
め
、
環
境
保
全
に
自

主
的
に
取
り
組
む
地
域
を

広
げ
て
お
り
、
そ
の
成
果

が
実
っ
て
「
世
界
で
9
番

目
に
美
し
い
街
」
に
ラ
ン

ク
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
放
射
能
汚
染

　

放
射
能
問
題
で
は
、
放

射
線
を
取
り
扱
う
市
内
の

事
業
所
を
訪
問
し
研
修
し

ま
し
た
。 
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甲
賀
市
内
全
域
に
光
フ

ァ
イ
バ
ー
に
よ
る
通
信
網

を
整
備
し
「
市
内
の
ど
こ

で
も
格
差
の
な
い
情
報
を

得
る
こ
と
が
出
来
る
社

会
」
と
「
安
全
・
安
心
な

社
会
」
を
構
築
す
る
た
め
、

地
域
情
報
化
推
進
事
業
と

し
て
、
当
初
予
算
22
億
円

余
が
平
成
23
年
度
3
月
の

議
会
で
可
決
さ
れ
事
業
が

開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　

甲
賀
市
議
会
と
し
て
は
、

甲
賀
市
に
と
っ
て
の
一
大

事
業
で
あ
り
、
市
民
の
皆

様
へ
の
説
明
責
任
と
今
後

の
事
業
推
進
を
確
認
す
る

為
に
、
議
員
全
員
が
参
加

す
る
特
別
委
員
会
を
設
置

し
ま
し
た
。

　

平
成
23
年
6
月
か
ら
延

べ
13
回
の
委
員
会
を
開
催

し
、
事
業
内
容
や
工
事
の

進
捗
状
況
な
ど
逐
次
変
化

す
る
課
題
に
つ
い
て
慎
重

審
査
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

平
成
24
年
度
に
は
、
各

企
業
と
の
競
争
も
激
し
い

事
か
ら
本
特
別
委
員
会
で

は
、
利
用
者
獲
得
な
ど
を

市
関
係
部
局
や
㈱
あ
い
コ

ム
こ
う
か
に
対
し
て
最
善

を
尽
く
す
よ
う
要
請
し
て

き
ま
し
た
。

情
報
格
差
を
な
く
す

　
　
地
域
情
報
基
盤
整
備
事
業

　

昨
年
は
豊
岡
市
公
共
交

通
の
市
営
バ
ス
「
イ
ナ
カ

ー
」。
地
域
と
共
同
で
走

る
乗
合
タ
ク
シ
ー
「
チ
ク

タ
ク
」
を
視
察
。
上
下
分

離
方
式
を
採
用
し
た
鳥
取

県
若
桜
鉄
道
を
学
び
ま
し

た
。
今
年
は
8
月
に
富
士

宮
市
を
訪
れ
、
農
村
部
を

走
る
「
宮
タ
ク
」（
予
約

型
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
）

と
市
街
中
心
部
を
巡
る

「
宮
バ
ス
」（
巡
回
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
）

の
仕
組
を
見
学
し
ま

し
た
。
こ
の
発
想
は

公
募
市
民
を
含
む
4

団
体
の
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
の
知
恵
を
行
政

が
主
導
し
た
も
の
で

す
。「
宮
タ
ク
」
は

空
バ
ス
を
や
め
て
高

齢
者
の
外
出
に
必
要

な
時
、
必
要
な
場
所

へ
移
動
で
き

る
き
め
細
や

か
な
シ
ス
テ

ム
で
す
。「
宮

バ
ス
」
は
、
市

街
を
内
回
り
、
外

回
り
で
巡
回
し
、

バ
ス
停
オ
ー
ナ
ー

制
度
を
用
い
て
市

は
協
力
金
を
得
て

い
ま
す
。
次
に
千

葉
県
の
い
す
み
鉄

道
で
は
、「
何
も
な

い
が
何
か
を
見
つ

け
て
ネ
」
と
全
国

公
募
の
社
長
を
先
頭
に
観

光
列
車
や
沿
線
の
菜
の
花

畑
、
駅
で
の
郷
土
品
売
り

で
運
賃
外
収
入
を
増
や
す

な
ど
、
ア
イ
デ
ア
で
若
い

女
性
な
ど
誘
客
に
成
功
し

て
い
ま
す
。
甲
賀
市
で
も

信
楽
高
原
鐡
道
や
コ
ミ
バ

ス
運
行
に
知
恵
を
発
揮
す

る
時
期
到
来
で
す
。

富
士
宮
市
の
「
宮
バ
ス
」

公
共
交
通
視
察
を
参
考
に

鉄
道
と
コ
ミ
バ
ス
の
運
行
改
善
を

い
す
み
鉄
道
の
「
ム
ー
ミ
ン
列
車
」

わ 

か
さ 
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交通対策
特別委員会

地域情報化対策
特別委員会

特別委員会の動き

あいコムこうかのスタジオ視察
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一般質問20人の議員が 一般質問20人の議員が 市の考えを問う市の考えを問う市の考えを問う
平成25年 第4回甲賀市議会定例会一般質問

平成25年9月4日・5日・6日

順番 氏　名 質　問　事　項

2

1 土山　定信

3

5

4

6

8

7

白坂萬里子

9

鵜飼　　勲

橋本　律子

12

11

10

山岡　光広

14

13

加藤　和孝

田中　新人

辻　　重治

安井　直明

的場　計利

20

19

18

17

16
15

中西弥兵衞

朏　　藤男

谷永　兼二

中島　　茂

今村　和夫

森嶋　克已

小西喜代次

小松　正人

橋本　恒典

岩田　孝之

１　甲賀市の『空き家』対策について
１　国民の政治参加・選挙での投票率向上について
２　原発事故の教訓をふまえ「原発ゼロの日本」について
３　特定健診受診率向上と健康づくりについて
　　　◆特定健診受診率向上で国保税引き下げを
　　　◆40歳以上の成人歯科・歯周病健診の実施を
４　市道の未舗装・未改良について
５　新甲賀病院とコミュニティバス運行改善について
１　軽・中等度難聴児の補聴器等の補助制度を
２　見守り・サービス付き高齢者向け住宅を
３　障がいのある児童生徒の放課後児童クラブについて
１　平成21年総財公第95号（総務省自治財政局長）通達に関連する本市の取り組みについて
２　第79回国民体育大会の内々定と今後の展開について
１　支所機能の今後
２　発達支援システムの改善とルールづくり
１　車いす駐車場等の利用証制度について
２　教育課題について
　　　⑴学校給食の公会計化　⑵理科教育の充実　⑶子どものいじめ対策
１　スポーツ振興について
２　茶改植等支援事業について
１　安全安心のとりくみについて
２　地域農業のあり方について
１　先の参議院選挙結果をどう見るか
２　市内道路の法面等除草、側溝の土砂除去はどうあるべきか
３　地域振興策の現状と今後について（大野同窓会館の建て替え）
４　旧東海道線大野地先（片山・今宿間）の道路改修の計画を問う
５　再生可能エネルギーの活用を積極的に
１　空き地・空き家の適正な管理に関する条例の制定について
２　自転車事故賠償保険制度の創設を
１　甲賀市内における雇用対策について
２　名神名阪高速道路の整備区間指定に向けた見直しとトップセールスの手ごたえについて
３　保存管理計画策定後の史跡紫香楽宮跡の整備状況について
１　コミバスの運行について
２　体育館の空調について
１　市の情報発信について
２　甲賀市の公共交通機関の現状と将来像
３　流域治水と水害対策について
１　農業法人と農業政策について
２　甲賀市の工業用地について
１　旧公立甲賀病院跡地について
１　新名神甲南ＩＣ・甲南ＰＡ周辺整備について
２　ＪＲ草津線複線化について
１　国保税の引き下げと制度改善を求める。
２　不当な生活保護基準の引き下げに反対し、市の他制度への連動はやめよ
３　市の責任で、特別養護老人ホームの増設を求める。
４　長年の要望である信楽町の葛上川の浚渫工事の早期実施を求める。
１　信楽高原鐵道の魅力を引き出す沿線整備と観光誘客の方策を問う
２　市内におけるより便利なコミュニティバスの運行改善について
　　　◎水口町内の巡回バスの新設をせよ。
３　市内におけるより便利なコミュニティバスの運行改善について
　　　◎乗りつぎ中継となるバス停を整備せよ。
４　市内におけるより便利なコミュニティバスの運行改善について
　　　◎バス停オーナー制度を導入せよ。
５　市内におけるより便利なコミュニティバスの運行改善について
　　　◎通院時間帯でのバス運行を求める。
１　甲賀市の農業振興について
２　市の電気使用量削減に対する取り組みとその成果について
１　信楽地区における下水道整備について
２　中嶋市政第３期の課題について

議員が選挙区内にあるものに対して、寄付をすることはいかなる名義でも禁止されています。公職選挙法メモ
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問　
近
年『
空
き
家
条
例
』

を
市
独
自
で
制
定
し
て
い

る
と
こ
ろ
が
た
く
さ
ん
あ

る
が
甲
賀
市
の
考
え
は
。

市
長　

国
の
動
向
を
み
て
、

わ
が
市
も
必
要
と
考
え
て

い
る
。

問　
甲
賀
市
の
空
き
家
の

現
状
と
相
談
件
数
は
。

市
民
環
境
部
長　

市
と
し

て
は
つ
か
ん
で
い
な
い
。

ま
た
相
談
件
数
は
8
件
で

あ
っ
た
。空
き
家
件
数
の

把
握
は
、今
後
他
市
と
連

絡
を
と
り
調
査
方
法
を
研

究
し
た
い
。

問　
崩
壊
の
危
険
が
あ
る

土
地
を
更
地
に
す
る
と
、

固
定
資
産
税
が
高
く
な
る

が
、市
民
に
対
し
て
説
明

し
て
欲
し
い
。

総
務
部
理
事　

建
物
が
あ

る
場
合
の
特
例
処
置
が
撤

去
す
る
と
無
く
な
り
高
く

な
る
。対
応
と
し
て
は
地

目
変
更
が
必
要
と
考
え
る
。

問　
対
策
の
希
望
と
し
て

甲
賀
土
山
イ
ン
タ
ー
付
近

の
開
発
調
査
予
算
は
800
万

円
で
あ
り
、業
者
が
79
万

円
で
落
札
さ
れ
て
、成
果

は
期
待
で
き
る
の
か
。

建
設
部
長　

成
果
は
問
題

な
い
、市
民
に
も
報
告
可

能
。

問　
空
き
家
空
き
地
対
策

を
区
と
し
て
取
り
組
ん
だ

場
合
税
は
。

副
市
長　

そ
の
こ
と
に
よ

る
税
の
軽
減
処
置
は
む
ず

か
し
い
が
、担
当
に
相
談

し
て
工
夫
し
て
欲
し
い
。

問 問

市
民
環
境
部
長

副
市
長

市
長

建
設
部
長

総
務
部
理
事

問　
新
生
児
の
聴
覚
障
が

い
の
実
態
と
ス
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
検
査
は
。

市
長　

6
才
以
下
の
両
側

難
聴
は
3
名
、片
側
難
聴

は
5
名
の
計
8
名
で
、検

査
し
て
い
る
甲
賀
圏
域
内

で
は
、産
婦
人
科
一
カ
所

で
実
施
し
て
い
る
。

問　
補
聴
器
の
補
助
制
度

を
導
入
で
き
な
い
か
。

市
長　

補
助
制
度
に
つ
い

て
は
、県
全
域
で
足
並
み

を
揃
え
る
為
、平
成
26
年

度
か
ら
実
施
で
き
る
よ
う

協
議
し
て
い
る
状
況
で
す
。

問　
安
心
の
高
齢
者
用
見

守
り
・
サ
ー
ビ
ス
付
住
宅

は
必
要
。ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
。

市
長　

今
後
の
高
齢
者
増

加
を
考
え
る
と「
サ
ー
ビ

ス
付
き
高
齢
者
向
け
住

宅
」の
整
備
は
必
要
と
考

え
て
お
り
、民
間
事
業
者

が
参
入
し
や
す
い
環
境
整

備
を
行
い
、「
第
6
期
介
護

保
険
事
業
計
画
」の
中
に

組
み
入
れ
、県
と
も
十
分

に
協
議
を
重
ね
な
が
ら
検

討
し
て
い
く
。

問　
長
年
希
望
し
て
た
、

障
が
い
児
・
学
童
保
育
が

貴
生
川
に
開
設
さ
れ
る
が
、

そ
の
概
要
は
。

健
康
福
祉
部
長　

旧
貴
生

川
児
童
ク
ラ
ブ
の
一
部
を
、

一
日
20
名
の
定
員
で
平
日

は
18
時
30
分
ま
で
、土
曜

日
及
び
夏
休
み
等
の
長
期

休
暇
中
は
8
時
か
ら
18
時

30
分
ま
で
の
時
間
で
計
画
。

市議会だより　№3613

一般質問

Q

Q

A

QA

A

問　
参
院
選
の
期
日
前
・

不
在
者
投
票
、
病
院
や
施

設
入
所
者
の
投
票
は
。

選
管
事
務
局
長　

９
、１

９
９
人
。不
在
者
投
票
は

276
人
。う
ち
病
院
・
施
設

な
ど
は
241
人
。

問　
特
定
健
診
受
診
率
が

高
い
ほ
ど
医
療
費
が
低
い

と
い
う
傾
向
が
あ
る
。
受

診
率
向
上
対
策
、
歯
科

セ
ッ
ト
検
診
を
。
障
害
者

施
設
検
診
に
支
援
を
。

市
民
環
境
部
長　

受
診
率

の
向
上
に
む
け
、
未
受
診

者
対
策
と
保
健
指
導
に
努

め
て
い
る
。

健
康
福
祉
部
長　

歯
周
病

疾
患
検
診
は
23
年
度
が
153

人
。
24
年
度
は
138
人
。
パ

ノ
ラ
マ
撮
影
な
ど
が
必
要

で
セ
ッ
ト
検
診
は
困
難
。

歯
科
医
師
会
に
よ
る
施
設

検
診
は
何
ら
か
の
形
で
支

援
し
た
い
。

問　
市
道
の
未
舗
装
・
未

改
良
は
。
年
次
計
画
を
た

て
、
生
活
道
路
優
先
で
舗

装
す
べ
き
。

建
設
部
長　

市
道
の
総
延

長
1
、
1
8
1
㎞
に
対
し

て
未
舗
装
部
分
は
158
㎞
。

2
、
8
6
7
路
線
の
う
ち

651
路
線
。
今
後
は
、
主
に

地
域
の
生
活
道
路
と
し
て

利
用
頻
度
の
高
い
路
線
、

生
活
に
支
障
を
き
た
す
路

線
を
優
先
的
に
順
次
整
備

で
き
る
よ
う
、
利
用
状
況

を
把
握
し
、
調
査
検
討
を

し
た
う
え
で
予
算
確
保
に

努
め
る
。

山
岡
光
広 

議
員

市道未舗装
年次計画たて実施を

生活道路・利用頻度みて
予算確保

土山定信 議員

甲
賀
市
と
し
て
空
き
家
の
把
握
は
必
要

調
査
は
す
べ
き
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る

白坂萬里子 議員

難
聴
児
の
補
聴
器
等
の
補
助
制
度
を

補
聴
器
の
補
助
制
度
を
必
要
と
考
え
る

問

問問

問問

問

問

問問問

健
康
福
祉
部
長

健
康
福
祉
部
長

市
民
環
境
部
長

市
長

市
長

市
長

建
設
部
長

選
管
事
務
局
長

未舗装の市道（甲南町で）

ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。

長い間空き家となっている『山賊茶屋』　

議員は暑中見舞い・年賀状などの挨拶状を出すことが禁止されています。
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問　
新
甲
賀
病
院
の
身
障

者
用
駐
車
場
が
い
つ
も
満

車
状
態
の
た
め
、
車
い
す

利
用
の
患
者
さ
ん
で
も
な

か
な
か
止
め
ら
れ
な
い
。

健
康
福
祉
部
長　

不
正
な

利
用
を
抑
止
す
る
た
め
に

も
、「
滋
賀
県
車
い
す
使

用
者
等
用
駐
車
場
利
用
証

制
度
」
を
使
用
し
て
安
心

し
て
駐
車
し
て
い
た
だ
く

こ
と
も
必
要
と
考
え
る
の

で
、
病
院
側
に
呼
び
掛
け

る
。

問　
学
校
給
食
費
が
公
会

計
化
さ
れ
て
い
る
中
で
先

生
が
未
納
対
応
に
関
わ
っ

て
い
る
の
は
正
常
と
言
い

難
い
の
で
は
。

教
育
部
長　

滞
納
対
策
は

教
育
委
員
会
が
主
体
と
な

り
、
教
員
と
連
携
を
図
り

な
が
ら
実
施
し
て
い
る
。

そ
の
状
況
を
再
度
調
査
確

認
し
、
教
員
の
負
担
と
な

ら
な
い
よ
う
努
め
る
。

問　
全
国
学
力
テ
ス
ト
で

の
滋
賀
県
の
理
科
の
平
均

正
答
率
は
小
学
校
で
は
47

都
道
府
県
中
42
位
。
本
市

の
レ
ベ
ル
と
対
応
は
。

教
育
長　

回
答
の
根
拠
を

説
明
す
る
力
や
記
述
が
必

要
な
問
題
の
正
答
率
が
低

い
。
講
議
式
の
授
業
か
ら

問
題
解
決
型
の

授
業
に
変
え
て

い
く
こ
と
な
ど

が
必
要
。
教
育

研
究
所
を
中
心

と
し
た
研
究
に

取
り
組
み
、
学

力
向
上
を
図
る
。

Q

A

加
藤
和
孝 

議
員

身障者用駐車場に
止められないが

安心して駐車できるよう
呼び掛ける

教
育
長

教
育
部
長

健
康
福
祉
部
長

問

問問

問　
市
民
窓
口
業
務
や
地

域
市
民
セ
ン
タ
ー
と
し
て

中
核
を
担
っ
て
い
る
各
旧

支
所
は
、
身
近
な
行
政
サ

ー
ビ
ス
の
受
け
皿
と
し
て

大
き
な
役
目
が
あ
る
。
耐

震
面
や
著
し
い
老
朽
化
改

善
を
目
指
し
、
水
口
庁
舎

の
整
備
計
画
が
推
進
さ
れ

て
い
る
。
改
め
て
合
併
よ

り
示
さ
れ
て
き
た
〝
大
き

な
支
所
〞
の
意
義
か
ら
、

今
後
の
機
能
を
ど
う
整
備

し
、
活
用
さ
れ
る
方
針
か
。

　
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
受
け

皿
は
各
旧
庁
舎
単
位
に
設

置
し
、
充
実
さ
せ
る
べ
き
。

総
務
部
長　

本
庁
機
能
の

統
合
面
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
よ
り
効
果
的
提
供
に
ど

う
繋
げ
る
か
に
つ
い
て
十

分
検
討
し
て
い
く
。

問　
災
害
時
の
緊
急
避
難

の
指
令
拠
点
と
な
る
視
点

か
ら
、
甲
南
庁
舎
の
耐
震

性
貯
水
槽
等
の
有
効
整
備

も
市
の
対
策
と
し
て
活
用

を
考
え
て
は
。
議
場
の
有

効
活
用
等
・
市
民
の
ア
ン

ケ
ー
ト
等
配
慮
さ
れ
た
い
。

総
務
部
長　

老
朽
化
し
た

甲
賀
・
信
楽
地
域
市
民
セ

ン
タ
ー
等
の
改
善
検
討
を

含
め
、
貯
水
槽
の
件
も
考

慮
の
上
、
防
災
機
能
整
備

の
検
討
を
進
め
た
い
。

問　
一
昨
年
の
土
山
ハ
イ

ウ
ェ
イ
サ
ー
ビ
ス
㈱
の
強

硬
な
役
員
人
事
は
、公
共

性
と
地
域
と
共
に
歩
む
こ

と
を
重
ん
じ
る
第
三
セ
ク

タ
ー
の
意
義
を
無
視
し
て

い
る
の
で
は
。

市
長　

本
年
6
月
の
株
主

総
会
に
お
い
て
、「
次
期
取

締
役
に
甲
賀
市
長
が
就
任

す
る
」こ
と
が
既
に
双
方

が
合
意
の
上
、確
認
し
て

い
る
。こ
の
こ
と
か
ら
文

書
に
よ
り
関
係
者
に
合
意

事
項
の
履
行
を
申
し
入
れ

た
が「
受
託
で
き
な
い
」旨

の
回
答
が
あ
っ
た
。こ
れ

は
、双
方
で
の
当
時
の
合

意
事
項
を
反
故
に
す
る
も

の
で
あ
り
、極
め
て
遺
憾

で
あ
る
と
の
見
解
を
文
書

に
よ
り
回
答
し
た
。第
三

セ
ク
タ
ー
と
し
て
設
立
す

る
こ
と
で
地
域
の
振
興
を

一
に
考
え
た
地
元
の
強
い

思
い
と
、そ
の
意
義
を
十

分
に
理
解
し
、改
め
て
第

三
セ
ク
タ
ー
で
あ
る
こ
と

を
認
識
す
る
よ
う
強
く
求

め
、引
き
続
き
取
締
役
就

任
に
つ
い
て
申
し
入
れ
る
。

問　
第
79
回
国
民
体
育
大

会
の
内
々
定
と
今
後
の
展

開
に
つ
い
て

教
育
長　

今
後
、委
員
会

の
場
に
お
い
て
、本
市
の

要
望
や
意
見
を
し
っ
か
り

と
述
べ
有
意
義
な
大
会
に

な
る
よ
う
取
り
組
み
た
い
。

問

問

問問

2013.10 14

一般質問

Q

A

鵜
飼　

勲 

議
員

第三セクター運営の
市の関わりは

引き続き適切な
指導管理に努める

QA

橋本律子 議員

各
旧
支
所
機
能
の
今
後
と
そ
の
活
用
は

市
民
活
動
の
場
と
し
て
整
備
し
活
用
へ

総
務
部
長

総
務
部
長

教
育
長

市
長

利活用の改善が待たれる甲南庁舎

ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。

議員は選挙区内の運動会やスポーツ大会への差し入れが禁止されています。

土山サービスエリア
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的
な
開
催
支
援
を
行
っ
て

い
く
。

問　
ス
ポ
ー
ツ
推
進
組
織

の
あ
る
べ
き
姿
は
。

教
育
長　

行
政
組
織
間
の

連
携
は
も
と
よ
り
、甲
賀

市
体
育
協
会
、総
合
型
地

域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
、ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
、ス
ポ
ー

ツ
愛
好
者
で
構
成
す
る
任

意
の
団
体
と
の
連
携
を
強

化
し
、各
組
織
間
の
交
流

の
機
会
や
連
絡
協
議
の
場

を
設
け
る
こ
と
が
必
要
で

あ
り
、市
は
ス
ポ
ー
ツ
団

体
と
の
連
携
強
化
し
ス
ポ

ー
ツ
の
推
進
に
取
り
組
ん

で
行
く
。

問　
甲
賀
市
の
ス
ポ
ー
ツ

推
進
基
本
計
画
の
制
定
に

対
す
る
基
本
的
な
考
え
方

に
つ
い
て
は
。

教
育
長　

現
行
の
基
本
計

画
に
掲
げ
る
基
本
目
標
を

継
承
し
な
が
ら
、こ
れ
ま

で
の
取
り
組
み
を
踏
ま
え
、

さ
ら
に
は
国
の
ス
ポ
ー
ツ

基
本
計
画
や
県
の
ス
ポ
ー

ツ
推
進
計
画
と
の
整
合
を

図
り
な
が
ら
、策
定
し
て

い
く
。

問　
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト

開
催
に
よ
る
地
域
活
性
化

と
交
流
人
口
増
加
施
策
は
。

教
育
長　

土
山
マ
ラ
ソ
ン

開
催
、水
口
サ
マ
ー
サ
ッ

カ
ー
研
修
大
会
、十
時
間

耐
久
リ
レ
ー
マ
ラ
ソ
ン
等

各
種
団
体
の
支
援
を
行
う

こ
と
に
よ
り
、市
街
か
ら

参
加
頂
く
方
々
に
、本
市

の
文
化
や
自
然
環
境
に
触

れ
て
頂
き
交
流
促
進
を
図

っ
て
お
り
今
後
と
も
積
極

問　
放
置
さ
れ
た
竹
林
が

増
え
交
通
の
妨
げ
や
獣
害

動
物
の
潜
伏
場
所
と
な
っ

て
い
る「
バ
ン
ブ
ー
カ
ッ

ト
」事
業
の
展
開
を
。

産
業
経
済
部
長　

適
切
な

管
理
や
利
用
が
な
く
、結

果
荒
廃
し
て
い
る
の
が
多

い
。

　

野
生
獣
の
生
息
防
止
や

利
用
で
き
る
森
林
と
し
て

復
元
す
る
た
め
、「
里
山
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
事
業
」に
お

い
て
、伐
倒
な
ど
で
、出
没

し
づ
ら
い
取
り
組
み
に
支

援
す
る
。

問　
秋
の
収
穫
を
迎
え
て
、

甲
賀
の
農
業
を
伺
う
。

市
長　

食
の
安
全
・
安
心

の
基
地
と
し
て
、足
腰
の

強
い
希
望
の
持
て
る
農
業

の
確
立
に
向
け
、地
域
の

特
性
を
考
慮
し
た
支
援
を

講
じ
る
。

問　
人
・
農
地
プ
ラ
ン
の

策
定
状
況
は
。

産
業
経
済
部
長　

39
地
区

で
の
策
定
が
完
了
し
た
。

ま
た
、未
策
定
地
域
で
は

リ
ー
ダ
ー
育
成
が
課
題
。

問　
地
域
に
お
け
る
器
具

の
整
備
状
況
と
訓
練
の
取

り
組
み
は
。

統
括
監　

地
域
は
地
域
で

守
る「
共
助
」で
活
動
備
品

の
整
備
さ
れ
て
い
る
と
こ

ろ
も
あ
る
。地
域
・
団
・
署

に
お
い
て
万
が
一
に
備
え
、

住
民
参
加
で
意
識
向
上
の

訓
練
も
行
っ
て
い
る
。

市議会だより　№3615

一般質問

Q

A

辻　

重
治 

議
員

放置竹林の
　適正な対策を

獣害対策事業として
支援する

QA

田中新人 議員

甲
賀
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
基
本
計
画
策
定
は

平
成
26
年
度
中
に
計
画
策
定
す
る

QA

安井直明 議員

大
野
同
窓
会
館
建
て
替
え
は

関
係
者
と
協
議
検
討
す
る

政
策
監

問問

問

問

問問

教
育
長

教
育
長

教
育
長

市
長

体育協会水口支部　スポーツフェスティバル

議員は病気見舞金を出すことが禁止されています

問　
参
議
院
選
の
結
果
か

ら
、景
気
や
、憲
法
９
条
問

題
は
ど
う
か
。

市
長　

憲
法
の
３
原
則
を

守
り
、９
条
の
趣
旨
を
世

界
に
広
げ
る
こ
と
が
大
事
。

景
気
を
良
く
す
る
た
め
に

も
賃
上
げ
が
必
要
。

問　
道
路
の
法
面
除
草
、

側
溝
の
土
砂
除
去
に
補
助

を
。

市
長　

将
来
的
に
は
研
究

課
題
と
し
つ
つ
、現
段
階

で
は
現
状
で
協
力
し
て
ほ

し
い
。

問　
大
野
同
窓
会
館
の
建

替
え
を
望
む
。

市
長　

地
域
振
興
事
業
と

し
て
、関
係
者
と
協
議
し

な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

問　
大
野
・
今
宿
間
の
道

路
改
修
を
進
め
よ
。

建
設
部
長　

今
年
度
、公

民
館
ま
で
す
る
。そ
の
後

は
北
側
の
側
溝
を
、終
了

後
、南
側
を
す
る
予
定
。

問　
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
公
共
施
設
や
、新

庁
舎
に
積
極
的
活
用
を
せ

よ
。

市
民
環
境
部
長　

今
年
度

水
口
中
学
校
に
太
陽
光
発

電
を
、新
庁
舎
や
学
校
・

公
民
館
な
ど
検
討
を
進
め

る
。

問　
市
民
の
願
い
で
も
あ

る
個
人
住
宅
へ
の
太
陽
光

発
電
補
助
を
せ
よ
。

市
長　

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

制
度
で
設
置
取
付
補
助
は

し
て
い
る
。初
期
投
資
費

用
へ
の
補
助
は
し
な
い
。

改修を急ぐ
片山今宿の側溝

建て替えが待たれる
大野同窓会館

放置された竹林

市
長

市
長

市
長

市
長

市
民
環
境
部
長

産
業
経
済
部
長

産
業
経
済
部
長

建
設
部
長

問問問

問問問



市議会だより　№365

問　
隣
の
空
き
地
に
雑
草

雑
木
が
繁
茂
し
、
虫
の
発

生
な
ど
困
っ
て
い
る
。

　
住
宅
地
の
中
の
老
朽
空

き
家
が
地
震
な
ど
で
倒
れ

て
こ
な
い
か
心
配
し
て
い

る
。
　
市
の
現
状
把
握
は
。

市
民
環
境
部
長　

空
き
地

の
雑
草
や
荒
廃
住
宅
の
相

談
は
、
平
成
24
年
度
で
120

件
余
り
受
け
て
い
る
。

　

現
場
を
確
認
し
、

所
有
者
に
環
境
基

本
条
例
の
趣
旨
に

基
づ
き
、
適
正
管

理
を
お
願
い
し
て

い
る
。

　

適
正
に
対
処
さ

れ
る
方
も
お
ら
れ

る
が
、
返
答
な
し
の
方
が

い
る
の
も
事
実
。

問　
湖
南
市
は
じ
め
多
く

の
県
や
市
町
で
条
例
を
定

め
、
自
治
体
に
よ
っ
て
は

罰
則
を
定
め
て
い
る
例
も

あ
る
。
条
例
制
定
を
望
む

が
、
市
の
考
え
は
。

市
民
環
境
部
長　

空
き

地
・
空
き
家
は
個
人
財
産

で
あ
り
対
策
が
難
し
く
苦

慮
し
て
い
る
。
現
在
138
自

治
体
が
条
例
を
制
定
し
て

い
る
。

　

こ
の
秋
か
ら
県
や
市
町

に
よ
る
空
き
地
空
き
家
の

対
策
協
議
会
が
立
ち
上
が

る
予
定
。
国
で
も
空
き
家

対
策
の
特
別
措
置
法
の
制

定
の
動
き
が
あ
る
。

　

国
・
県
の
動
向
及
び
情

報
収
集
を
踏
ま
え
、
有
効

な
対
策
を
検
討
す
る
。

Q

A

的
場
計
利 

議
員

空き地・空き家の
適正管理条例を

国の動向を
注視・検討する

問

問

市
民
環
境
部
長

市
民
環
境
部
長

問　
史
跡
整
備
活
用
検
討

委
員
会
の
検
討
状
況
と
今

後
の
方
針
に
つ
い
て
。

教
育
長　

本
計
画
に
お
い

て
は
、雲
井
学
区
北
部
の

広
域
な
範
囲
で
5
ヶ
所
に

点
在
す
る
史
跡
は
、そ
れ

ぞ
れ
の
役
割
を
持
っ
た
一

つ
の
都
城
遺
跡
で
あ
る
こ

と
か
ら
、一
体
的
な
も
の

と
捉
え
て
お
り
、そ
の
上

で
5
つ
の
史
跡
を
有
機
的

に
結
ぶ
こ
と
で
天
平
時
代

を
感
じ
て
い
た
だ
け
る
こ

と
を
基
本
と
し
て
い
る
。

問　
整
備
前
提
と
な
る
発

掘
調
査
の
推
進
に
つ
い
て
。

教
育
長　

今
日
ま
で
の
長

期
に
わ
た
る
調
査
で
出
土

し
た
遺
物
や
遺
構
な
ど
の

資
料
整
理
と
分
析
を
行
い
、

報
告
書
に
ま
と
め
、そ
の

後
必
要
性
に
従
い
な
が
ら

発
掘
調
査
を
再
開
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

問　
計
画
的
な
土
地
の
公

有
化
（
買
上
げ
）
は
。

教
育
長　

整
備
を
進
め
る

上
で
用
地
の
取
得
が
必
要

と
な
る
場
合
は
、整
備
活

用
計
画
を
策
定
し
た
後
、

関
係
す
る
箇
所
に
お
い
て

公
有
地
化
の
必
要
性
を
検

討
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問　
地
区
の
特
徴
を
活
か

し
た
整
備
に
つ
い
て
。

教
育
長　

土
地
の
特
性
や

周
辺
景
観
も
含
め
て
検
討

し
て
点
在
す
る
史
跡
の
一

体
活
用
を
め
ざ
し
た
い
。

問　
甲
賀
病
院
行
き
の
コ

ミ
バ
ス
の
運
行
経
路
で
、

県
道
や
国
道
バ
ス
停
に
停

車
す
る
部
分
で
、
可
能
な

限
り
旧
道
を
通
行
す
る

ル
ー
ト
に
な
ら
な
い
か
。

ま
た
運
行
時
間
で
行
き
の

バ
ス
は
あ
る
が
帰
り
の
バ

ス
が
な
い
と
い
う
一
方
通

行
的
な
部
分
の
改
善
は
ど

う
か
。
バ
ス
の
み
の
1
日

フ
リ
ー
乗
車
券
を
。

総
合
政
策
部
長　

コ
ミ
バ

ス
の
運
行
に
つ
い
て
は
、

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
や
ご
意

見
、
ご
要
望
を
踏
ま
え
、

利
便
性
を
高
め
多
く
の
市

民
の
皆
様
に
ご
利
用
い
た

だ
け
る
よ
う
検
討
を
進
め

て
い
る
。

問　
体
育
館
の
空
調
は
床

下
か
ら
の
空
気
を
床
面
の

通
気
口
や
壁
面
の
ス
リ
ッ

ト
か
ら
自
然
に
吸
気
し
天

井
付
近
の
排
気
口
よ
り

行
っ
て
い
る
が
、
床
下
に

小
動
物
等
の
侵
入
に
よ
り
、

糞
尿
や
死
骸
ま
た
ほ
こ
り

等
な
か
な
か
清
掃
の
難
し

い
中
で
、
空
気
は
綺
麗
と

言
え
る
か
、
ま
た
床
下
の

状
況
は
ど
う
か
。

教
育
部
長　

市
内
体
育
館

で
通
気
口
が
破
損
し
て
い

た
の
は
2
館
あ
っ
た
。
見

え
る
範
囲
で
確
認
を
行
い
、

衛
生
上
は
問
題
な
い
と
判

断
し
た
が
、
可
能
な
範
囲

で
し
っ
か
り
と
清
掃
を
行

い
、
順
次
修
繕
す
る
。
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Q

A

朏　

藤
男 

議
員

コミバスの運行改善を

多く利用頂けるよう
　　　検討を進める

QA

中西弥兵衞 議員

保
存
管
理
計
画
策
定
後
の
整
備
状
況
は

実
施
計
画
策
定
に
向
け
て
取
り
組
み
中

問

問問問

問

問

一般質問
ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。

教
育
部
長

教
育
長

教
育
長

教
育
長

教
育
長

議員はお中元やお歳暮を出すことが禁止されています。

全国紙でも特集記事を掲載

紫香楽宮復元図

体育館通気口

総
合
政
策
部
長



市議会だより　№365

な
り
、
建
物
の
解
体
や
造

成
行
為
は
い
つ
で
も
実
施

で
き
る
状
態
と
な
っ
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
平
成
14

年
12
月
、
公
立
甲
賀
病
院

組
合
議
会
で
既
存
病
院
の

建
築
物
等
は
解
体
撤
去
す

る
こ
と
が
議
決
さ
れ
て
お

り
、
こ
の
議
決
を
速
や
か

に
実
行
さ
れ
る
よ
う
、
市

と
し
て
積
極
的
に
働
き
か

け
て
い
く
。

問　
旧
甲
賀
病
院
跡
地
の

現
状
に
対
す
る
市
長
の
思

い
は

市
長　

市
街
地
の
中
心
に

大
き
な
未
利
用
建
築
が
あ

る
こ
と
は
、
安
全
・
安
心

の
視
点
だ
け
で
な
く
、
景

観
に
お
い
て
も
好
ま
し
く

な
い
と
理
解
し
て
い
る
。

問　
試
堀
調
査
結
果
で
旧

甲
賀
病
院
跡
地
全
体
の
性

格
が
判
明
し
た
と
理
解
し

て
も
よ
い
の
か
。

　
　
　
　

部
長　

現
状
地

表
面
に
そ
の
痕
跡
を
残
し

て
お
ら
ず
、
調
査
で
も
保

有
す
べ
き
遺
構
は
確
認
さ

れ
な
か
っ
た
。

問　
既
存
施
設
の
解
体
撤

去
に
向
け
て
市
の
対
応
は

　
　
　
　

部
長　
「
旧
甲

賀
病
院
跡
地
に
は
保
護
対

策
と
な
る
べ
き
埋
蔵
文
化

財
が
確
認
で
き
な
い
」
こ

と
か
ら
、
文
化
財
保
護
法

の
規
制
は
適
用
さ
れ
な
く

市議会だより　№3617

一般質問

Q

A

中
島　

茂 

議
員

甲賀土山インター
周辺開発について

具体の検討に着手
本年度調査開始

QA

谷永兼二 議員

河
川
改
修・維
持・整
備
の
必
要
性
は

極
め
て
重
要
で
あ
る

QA

今村和夫 議員

旧
甲
賀
病
院
跡
地
の
調
査
結
果
は

保
有
す
べ
き
遺
構
は
確
認
さ
れ
ず

問　
県
流
域
治
水
の
推
進

に
関
す
る
条
例
に
つ
い
て

の
所
見
は
。

市
長　

上
流
地
域
で
あ
る

当
市
の
実
情
を
鑑
み
た
中

で
、
河
川
内
の
浚
渫
や
竹

木
、
雑
草
木
の
除
去
を
早

急
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
を
一
貫
し
て
申

し
上
げ
て
き
た
。

　

市
民
の
命
を
守
る
こ
と

が
責
務
で
あ
り
、
上
流
域
、

下
流
域
関
係
な
く
川
の
中

の
対
策
を
精
力
的
に
河
川

内
の
整
備
の
必
要
性
を
確

約
し
、
県
流
域
治
水
政
策

の
条
例
化
方
針
に
つ
い
て

は
条
件
付
き
で
賛
成
の
立

場
と
し
て
、
治
水
理
念
を

共
有
す
る
も
の
で
あ
る
。

問　
河
川
改
修
・
維
持
・

整
備
の
必
要
性
の
認
識
は
。

建
設
部
長　

市
内
各
地
域

で
は
、
河
川
愛
護
活
動
や

水
防
活
動
等
に
熱
心
に
取

り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
補

修
や
浚
渫
な
ど
の
地
域
か

ら
の
要
望
等
に
対
し
、
県

予
算
の
確
保
が
追
い
付
い

て
い
な
い
現
状
が
あ
る
。

　

流
域
治
水
に
お
い
て
、

河
川
の
整
備
と
維
持
管
理

に
最
も
力
を
入
れ
る
こ
と

は
、
洪
水
被
害
の
防
止
の

他
、
河
川
管
理
者
と
地
域

と
の
信
頼
関
係
を
維
持
す

る
た
め
に
も
極
め
て
重
要

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

問問 市
長

市
長

建
設
部
長

問　
甲
賀
市
の
工
業
用
地

に
つ
い
て
。

建
設
部
長　

上
位
計
画
や

都
市
計
画
の
位
置
づ
け
、

新
名
神
や
名
神
名
阪
連
絡

道
の
利
便
性
に
加
え
旧
甲

賀
町
で
開
発
構
想
等
の
策

定
、
検
討
さ
れ
て
き
た
経

緯
や
、
一
部
市
街
化
区
域

が
含
ま
れ
て
い
る
状
況
か

ら
甲
賀
土
山
イ
ン
タ
ー
周

辺
の
開
発
に
つ
い
て
具
体

の
検
討
に
着
手
。
本
年
度

よ
り
調
査
を
開
始
。

　

50
〜
60
ヘ
ク
タ
ー
ル
を

対
象
範
囲
と
し
実
現
可
能

性
の
高
い
施
工
地
域
を
想

定
し
て
い
る
。
計
画
地
区

す
べ
て
を
一
気
に
整
備
せ

ず
段
階
的
な
整
備
を
視
野

に
入
れ
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
等

の
確
実
な
事
業
実
施
の
確

約
に
よ
り
、
市
街
化
編
入

を
経
て
事
業
を
進
め
る
。

問　
滋
賀
県
の
取
り
組
み

と
協
調
は
。

建
設
部
長　

県
内
へ
の
進

出
企
業
の
立
地
を
促
進
す

る
た
め
県
と
の
連
携
は
不

可
欠
と
考
え
る
。
問
題
解

決
を
図
り
着
実
に
計
画
の

実
現
に
向
け
て
取
組
む
。

　

問

問問問

問

建
設
部
長

建
設
部
長

後援会が花輪・香典・祝儀などを出すと処罰されます。

整備が必要な信楽川

旧公立甲賀病院

甲
南
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
パ
ー
ク

上
空
よ
り

総
合
政
策
部
長

総
合
政
策
部
長

し
ゅ
ん
せ
つ



問　
信
楽
高
原
鐡
道
の
魅

力
と
存
続
の
考
え
は
。

市
長　

千
分
の
33
の
勾
配

を
ゆ
っ
く
り
と
登
る
市
の

観
光
資
源
と
し
、
安
全
運

行
で
自
主
運
営
を
指
導
。

問　
新
社
長
の
抱
負
と
今

後
の
運
営
の
考
え
は
。

副
市
長　

安
全
運
行
を
最

優
先
し
経
営
改
善
で
観
光

利
用
客
増
の
方
策
進
め
る
。

問　
沿
線
の
整
備
計
画
は
。

総
合
政
策
部
長　

ご
利
用

者
を
魅
了
す
る
鉄
道
と
な

る
よ
う
地
元
と
協
力
す
る
。

問　
園
・
学
校
の

鉄
道
を
利
用
し
た

作
陶
体
験
は
。

教
育
部
長　

23
小

学
校
の
う
ち
8
校

が
鉄
道
利
用
し
た
。
信
楽

焼
を
含
め
た
地
域
学
を
進

め
た
い
。

問　
「
教
育
旅
行
」
を
鉄

道
利
用
と
セ
ッ
ト
に
す
れ

ば
。

産
業
経
済
部
長　

作
陶
体

験
を
教
育
旅
行
に
取
り
入

れ
鉄
道
フ
ァ
ン
に
つ
な
げ

る
。

問　
新
甲
賀
病
院
に
通
院

す
る
直
通
バ
ス
が
平
町
・

新
町
を
通
る
水
口
旧
307
号

線
に
集
中
す
る
。水
口
東
・

西
地
域
は
不
便
極
ま
り
な

い
。
本
水
口
を
通
る
「
東

ま
わ
り
」
と
城
南
街
道
を

通
る
「
西
ま
わ
り
」
の
巡

回
バ
ス
の
新
設
ル
ー
ト
を

提
案
す
る
。

総
合
政
策
部
長　

巡
回
路

線
の
新
設
は
困
難
で
あ
る
。

問　
松
尾
を
通
る
通
院
時

間
帯
の
バ
ス
を
復
活
せ
よ
。

総
合
政
策
部
長　

検
討
す

る
。

Q

A

小
松
正
人 

議
員

水口市街を回る
「巡回バス」新設せよ

巡回バスの新設は
困難である

問問問問

問 問 問

市
長

副
市
長

教
育
部
長

水口巡回バスの提案図

総
合
政
策
部
長

総
合
政
策
部
長

総
合
政
策
部
長

産
業
経
済
部
長

問　
高
す
ぎ
て
払
え
な
い

国
保
税
引
き
下
げ
を
。

市
長　

相
応
の
軽
減
措
置

な
ど
生
活
に
配
慮
し
た
対

応
を
し
て
い
る
。
税
額
は

い
ち
が
い
に
高
い
低
い
と

は
い
え
な
い
。

問　
国
保
税
の
軽
減
、
窓

口
負
担
軽
減
の
拡
充
を
。

市
民
環
境
部
長　
現
行
制

度
の
拡
充
は
考
え
て
い
な

い
。

問　
生
活
保
護
基
準
の
引

き
下
げ
に
反
対
し
、
市
の

他
制
度
へ
の
連
動
は
や
め

よ
。

市
長　

適
正
に
見
直
し
を

検
討
さ
れ
る
べ
き
も
の
と

認
識
し
て
い
る
。

健
康
福
祉
部
長　

国
の
指

針
が
示
さ
れ
た
あ
と
に
検

討
す
る
。

教
育
部
長　

今
年
度
の
就

学
援
助
制
度
に
は
影
響
な

い
。

問　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
の
増
設
を
求
め
る
。

市
長　

27
年
開
設
で
特
養

60
床
、
老
人
保
健
施
設
100

床
開
設
の
予
定
。
第
6
期

計
画
で
反
映
さ
せ
る
。

問　
待
機
者
解
消
の
計
画

に
な
っ
て
い
な
い
が
。

健
康
福
祉
部
長　

ニ
ー
ズ

調
査
を
ふ
ま
え
検
討
す
る
。

問　
信
楽
町
勅
旨
の
葛
上

川
浚
渫
工
事
を
早
期
に
。

建
設
部
長　

早
期
対
応
を

県
に
要
望
し
て
い
く
。

問　
甲
南
Ｐ
Ａ
か
ら
甲
南

Ｉ
Ｃ
へ
の
流
出
道
路
実
現

の
可
能
性
は
。

建
設
部
長　

滋
賀
県
警
、 

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
西
日
本
、
滋

賀
県
と
の
協
議
の
中
で
上

り
側
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア

は
線
形
的
に
は
概
ね
承
諾

を
得
て
い
る
が
、
下
り
側

パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
に
つ

い
て
は
、
線
形
的
に
支
障

と
な
る
既
存
施
設
の
取
り

扱
い
を
含
め
構
造
的
な
課

題
が
あ
る
が
、
経
済
性
、

施
工
性
に
有
利
な
線
形
案

の
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

問　
改
修
工
事
は
上
り
線

か
ら
出
来
な
い
か
。

建
設
部
長　

上
り
側
パ
ー

キ
ン
グ
エ
リ
ア
の
設
置
要

望
に
努
め
て
い
る
が
、Ｎ

Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
西
日
本
側
は
上

下
線
同
時
利
用
が
前
提
の

意
見
。

問　
滋
賀
県
草
津
線
複
線

化
促
進
期
成
同
盟
会
の
動

向
は
。

市
長　

平
成
16
年
10
月
の

近
畿
地
方
交
通
審
議
会
の

答
申
で
、
草
津
線
全
線
が

「
複
線
化
す
べ
き
路
線
」

に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。

問　
利
用
者
増
に
対
す
る

甲
賀
市
の
対
策
は
。

市
長　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
を
市
内
す
べ
て
の
Ｊ
Ｒ

駅
と
接
続
し
、
草
津
線
の

時
刻
に
合
わ
せ
た
ダ
イ
ヤ

設
定
を
行
い
利
便
性
の
向

上
を
図
っ
て
い
る
。
甲
南

駅
以
東
の
各
駅
へ
の
Ｉ
Ｃ

Ｏ
Ｃ
Ａ
の
導
入
は
利
用
状

況
か
ら
考
え
る
と
難
し
い
。
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Q

A

森
嶋
克
已 

議
員

甲南ＰＡからＩＣへの
道路の可能性は

上り側の線形は概ね
承諾を得ている

QA

小西喜代次 議員

信
楽
町
葛
上
川
の
浚
渫
を
早
期
に

工
事
の
早
期
対
応
を
県
に
要
望
し
て
い
く

一般質問
ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。

問

問

問問問問

問問

問 市
長

市
長

市
長

市
長

市
長

建
設
部
長

建
設
部
長

教
育
部
長

問建
設
部
長

草津線を走る電車

信楽町勅旨の葛上川

議員に対し、寄付を出すように勧誘や要求をすることは禁止されています。

市
民
環
境
部
長

健
康
福
祉
部
長

健
康
福
祉
部
長

し
ゅ
ん
せ
つ

し
ゅ
ん
せ
つ
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獲
に
重
点
を
お
い
て
実
施

し
て
い
く
。

問　
市
の
電
気
使
用
量
削

減
と
そ
の
成
果
は
。

総
務
部
長　

防
犯
灯
の
Ｌ

Ｅ
Ｄ
照
明
へ
の
交
換
や
、

公
共
施
設
へ
の
デ
マ
ン
ド

監
視
装
置
の
設
置
を
進
め

て
い
る
。

問　
地
球
温
暖
化
防
止
や

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
の
今

後
の
方
向
性
は
。

市
民
環
境
部
長　
「
ラ
ブ

ア
ー
ス
こ
う
か
」２
０
１

２
に
基
づ
き
、温
室
効
果

ガ
ス
の
排
出
抑
制
措
置
等

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問　
凍
結
さ
れ
て
い
る
信

楽
地
区
の
公
共
下
水
道
事

業
の
そ
の
後
の
計
画
は
。

　
　
　
　
　
　
　

財
政
的

な
状
況
を
勘
案
し
、平
成

22
年
〜
26
年
ま
で
の
5
年

間
凍
結
し
た
が
、再
開
に

つ
い
て
は
27
年
度
を
予
定

し
て
お
り
、長
野
地
区
に

の
汚
水
幹
線
整
備
を
平
成

27
・
28
年
で
実
施
す
る
予

定
で
あ
る
。そ
の
後
、長
野
、

西
、江
田
地
区
の
認
可
区

域
174　

の
面
整
備
を
実
施

す
る
予
定
で
あ
る
。

問　
面
整
備
の
最
終
完
了

時
期
の
想
定
は
い
つ
か
。

20
年
位
か
か
る
と
思
う
が

そ
の
間
の
対
応
を
ど
う
す

る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　

認
可
区

域
の
整
備
を
終
え
た
後
、

神
山
、柞
原
な
ど
計
画
区

域
の
整
備
を
進
め
る
予
定

を
し
て
い
る
が
、信
楽
地

域
内
の
公
共
下
水
道
事
業

計
画
区
域
の
整
備
を
完
了

す
る
の
は
概
ね
平
成
45
年

頃
と
思
わ
れ
る
。こ
の
先

20
年
間
も
の
長
期
に
亘
っ

て
水
洗
化
の
実
現
化
を

待
っ
て
頂
く
の
は
市
民
の

皆
様
に
多
大
な
る
不
便
を

お
掛
け
す
る
こ
と
か
ら
地

域
の
生
活
環
境
を
向
上
さ

せ
る
た
め
に
、今
後
新
た

な
手
法
と
し
て
合
併
浄
化

槽
の
面
整
備
事
業
へ
の
移

行
を
含
め
計
画
の
見
直
し

を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
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議会活動報告（7月～9月）
 7月 1日 広報特別委員会 編集会議

 7月 10日 広報特別委員会 編集会議

 7月 16日 広報特別委員会 編集会議

 7月 23日 議会改革特別委員会 

 7月 24日 地域情報化対策特別委員会

   広報特別委員会 視察受け入れ（掛川市） 

 8月 6日 交通対策特別委員会 

  7日 行政視察　富士宮市、大多喜町 

 8月 8日 環境対策特別委員会 

 8月 20日 議会運営委員会 

 8月 23日 文教常任委員会 

 8月 26日 本会議 議案上程

   広報特別委員会 編集会議

 8月 27日 本会議 議案上程

 9月 3日 本会議 議案審議・採決・付託

Q

A

岩
田
孝
之  

議
員

凍結の信楽地域の
公共下水道は

27年から汚水幹線整備を
再開する

問

問問

問問

問

産
業
経
済
部
長

産
業
経
済
部
長

上
下
水
道
部
長

上
下
水
道
部
長

市
民
環
境
部
長

総
務
部
長

産
業
経
済
部
長

問問 市
長

一般質問

QA

橋本恒典 議員

市
の
農
業
振
興
は

国
や
県
の
施
策
と
と
も
に
支
援

 

 9月 4日 本会議 一般質問

 9月 5日 本会議 一般質問

   議会運営委員会 

 9月 6日 本会議 一般質問

 9月 9日 決算特別委員会

   広報特別委員会 編集会議 

 9月 10日 決算特別委員会 

 9月 11日 決算特別委員会 

 9月 12日 決算特別委員会 

 9月 13日 総務常任委員会 

   民生常任委員会 

   産業建設常任委員会 

 9月 17日 環境対策特別委員会 

 9月 18日 広報特別委員会 編集会議

 9月 19日 本会議 委員長報告・討論・採決

 9月 20日 広報特別委員会 編集会議

有権者が威迫あるいは議員を陥れる目的で寄付を求めると処罰されます。

ha

都市農村交流事業での田植え体験

〜

寸越で止まっている汚水幹線工事
ずんごえ
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甲
賀
の
里「
忍
術
村
」

　
甲
賀
駅
か
ら
約
1.5
㎞
の
山
中
に
あ
る
甲

賀
の
里「
忍
術
村
」で
は
、毎
年
５
月
に
は

「
ミ
ス
く
ノ

一
オ
ー
デ

ィ
シ
ョ
ン
」、

10
月
に
は

「
全
日
本
忍

者
選
手

権
」が
行
わ

れ
て
お
り
、

多
く
の
観

光
客
で
賑

わ
い
ま
す
。

　9月14日市内各地で
中学校の体育祭が開催
されました。表紙の写真

は全校生徒で競い合った城山中学校での
大縄飛びの模様です。
　気力で250回に挑戦し、優勝は３年２組
の１４１回でした。

写真撮影：朏　  藤男

油
日
神
社

　
油
日
駅
の
東
約
1.7
㎞
、油
日
岳（
標
高
694

ｍ
）の
麓
に
あ
る
油
日
神
社
は
古
く
か
ら

油
の
火
の

神
と
し
て

信
仰
さ
れ
、

５
月
1
日

の
祭
礼
で

は
奴
振
り

や
太
鼓
踊

り
な
ど
が

奉
納
さ
れ

ま
す
。

大
鳥
神
社

　
甲
賀
駅
か
ら
約
1.3
㎞
の
と
こ
ろ
に
あ
る

大
鳥
神
社
は
花
奪
い
や
灯
篭
を
ぶ
つ
け
合

う
荒
々
し

い
祭
事
で

有
名
で
、

毎
年
７
月

23
日
、24

日
の
２
日

間
、「
大
原

ぎ
お
ん
」

が
行
わ
れ

ま
す
。

2013.10 20こ
う
か市
議
会
だ
よ
り

2013.10.1
V
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編
集
■
広
報
特
別
委
員
会
  発
行
■
甲
賀
市
議
会

この広報紙は古紙パルプを配合しています。

編集後記編集後記
◆台風18号は各地に予想外の災害をもたら
し、市内においても、がけ崩れや床上浸水、杣川
橋梁流失など交通網にも多くの爪跡を残しま
した。このことを教訓として、再度減災、防災の
強化、さらに避難・救助体制の充実の必要性を
痛感しました。
　今議会をもちまして4年間の任務を終わるこ
ととなりますが、議会基本条例が制定され、今
後更なる議会の活性化が求められることとな
ります。4年間に頂いた市民の皆さまのあたた
かいご理解に感謝申し上げます。

（広報特別委員会　橋本律子）

12月議会の予定

12月 3日　本会議　議案上程、提案理由説明

10日　本会議　議案審議、採決、付託等

12日　本会議　一般質問

13日　本会議　一般質問

16日　本会議　一般質問

17日　委員会

18日　委員会（予備日）

20日　本会議   最終日

〒
528-8502　

滋
賀
県
甲
賀
市
水
口
町
水
口
6053番

地
TE
L.0748-65-0654  FA

X
.0748-63-4373

E
-m
ail:koka05101000@

city.koka.lg.jp

JR草津線沿線の名所JR草津線沿線の名所

“こうか
　再発見”
“こうか
　再発見”

Vol.8“こうか“こうか“こうか
　再発　再発　再発　再発　再発　再発
“こうか“こうか“こうか
　再発　再発　再発　再発　再発　再発　再発　再発　再発

　１８９０年に開通したＪＲ草津線は市内に5カ所の駅
があり、それぞれの駅周辺には、四季折々の自然と
歴史を感じるスポットがあります。今回号は甲賀・油
日の各駅周辺をご紹介します。

櫟
野
寺

　
油
日
神
社
か
ら
北
へ
約
1.2
㎞
の
と
こ
ろ

に
、木
造
で
は
日
本
最
大
級
と
言
わ
れ
て

い
る
十
一
面
観
音
坐
像
で
有
名
な
櫟
野
寺

が
あ
り
ま
す
。櫟
野
寺
で
は
20
体
以
上
の

国
・
県
指
定
の
重
要
文
化
財
を
始
め
、多

く
の
仏
像
等
を
拝
観
で
き
ま
す
。

甲
賀
駅

油
日
駅

貴生川 甲南 寺庄 甲賀 油日

JR草津線沿線の名所

2.8 ㎞ 2.0 ㎞ 3.1 ㎞ 2.1 ㎞

ら
く
や


